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序論

　ここに序論の文章を書く。卒業論文の構成は、原則的には「序論、第1章、第2章、第3章、結論」という形をとるものとする。「序論」とか「結論」というような言葉遣いに違和感を覚える場合は、「はじめに」「おわりに」などの言葉を使ってもよい。
　各章には必ず標題を付けること。つまり「第1章」だけではなく、たとえば「第1章　『生きている実感』とは何か」といったタイトルを付けること。序論や結論に標題は必要ないが、もちろん付けてもよい。
　「章」の下位区分として「節」を設けてもよい。ただしその場合、それぞれの節に標題を付け、たとえば、「第1節　失われた『生の実感』」というように小見出しを作ること。「節」という言葉遣いに違和感を覚える場合は、たとえば「1　失われた『生の実感』」といった処理をしてもよい。
　文献から長めの文章を引用するときは、前後各1行ずつあけ、かつ、左側を全角で2字分字下げして、引用であることを明示すること。引用部分をカギカッコ「　」で囲むことはしない。ここで言う「長めの文章」とは、このテンプレートの書式で、4行以上の長さの文章である。長い引用の場合、文献注を入れる位置は、引用の最後の句点（。）の直後、というのが慣例である。たとえば、山田登世子『ブランドの世紀』（マガジンハウス、2000年）の65ページから長い引用を行う場合は、以下のように全角２字分字下げする。

ブランド品の歴史的コンテキストは――エルメスがその典型であるように――結局のところ、顧客としての貴族の存在につきている。ところが大量消費社会ニッポンは、そんな歴史的なオリジン（根拠・起源）から切れたところでヨーロッパ・ブランドに接しているといわざるをえない。わたしたちにとって、ブランド品のオーラは、もはやモデルとしての貴族などとはほど遠いものなのだ。（山田 2000: 65）

　本文で引用した資料は必ず「参考資料リスト」に載せること。たとえば上の引用を行った場合、「参考資料リスト」には「山田登世子、2000、『ブランドの世紀』マガジンハウス。」のように記載する。
　序論が終わったら、改ページして第1章を始める。


第1章　章の表題を書く


第1節　節の小見出しを書く
　ここに第1章第1節の文章を書く。各章には必ず標題を付けること。つまり「第1章」だけではなく、たとえば「第1章　『生きている実感』とは何か」といったタイトルを付けること。序論や結論に標題は必要ないが、もちろん付けてもよい。
　「章」の下位区分として「節」を設けてもよい。ただしその場合、それぞれの節に標題を付け、たとえば、「第1節　失われた『生の実感』」というように小見出しを作ること。「節」という言葉遣いに違和感を覚える場合は、たとえば「1　失われた『生の実感』」といった処理をしてもよい。
　文献から長めの文章を引用するときは、前後各1行ずつあけ、かつ、左側を全角で2字分字下げして、引用であることを明示すること。引用部分をカギカッコ「　」で囲むことはしない。ここで言う「長めの文章」とは、このテンプレートの書式で、4行以上の長さの文章である。長い引用の場合、文献注を入れる位置は、引用の最後の句点（。）の直後、というのが慣例である。たとえば、山田登世子『ブランドの世紀』（マガジンハウス、2000年）の65ページから長い引用を行う場合は、以下のように全角２字分字下げする。

ブランド品の歴史的コンテキストは――エルメスがその典型であるように――結局のところ、顧客としての貴族の存在につきている。ところが大量消費社会ニッポンは、そんな歴史的なオリジン（根拠・起源）から切れたところでヨーロッパ・ブランドに接しているといわざるをえない。わたしたちにとって、ブランド品のオーラは、もはやモデルとしての貴族などとはほど遠いものなのだ。（山田 2000: 65）

　本文で引用した資料は必ず「参考資料リスト」に載せること。たとえば上の引用を行った場合、「参考資料リスト」には「山田登世子、2000、『ブランドの世紀』マガジンハウス。」のように記載する。


第2節　節の小見出しを書く
　ここに第1章第2節の文章を書く。


第3節　節の小見出しを書く
　ここに第1章第3節の文章を書く。第1章が終わったら、改ページして第2章を始める。


第2章　章の表題を書く


第1節　節の小見出しを書く
　ここに第2章第1節の文章を書く。各章には必ず標題を付けること。つまり「第2章」だけではなく、たとえば「第2章　『生きている実感』とは何か」といったタイトルを付けること。序論や結論に標題は必要ないが、もちろん付けてもよい。
　「章」の下位区分として「節」を設けてもよい。ただしその場合、それぞれの節に標題を付け、たとえば、「第1節　失われた『生の実感』」というように小見出しを作ること。「節」という言葉遣いに違和感を覚える場合は、たとえば「1　失われた『生の実感』」といった処理をしてもよい。
　文献から長めの文章を引用するときは、前後各1行ずつあけ、かつ、左側を全角で2字分字下げして、引用であることを明示すること。引用部分をカギカッコ「　」で囲むことはしない。ここで言う「長めの文章」とは、このテンプレートの書式で、4行以上の長さの文章である。長い引用の場合、文献注を入れる位置は、引用の最後の句点（。）の直後、というのが慣例である。たとえば、山田登世子『ブランドの世紀』（マガジンハウス、2000年）の65ページから長い引用を行う場合は、以下のように全角２字分字下げする。

ブランド品の歴史的コンテキストは――エルメスがその典型であるように――結局のところ、顧客としての貴族の存在につきている。ところが大量消費社会ニッポンは、そんな歴史的なオリジン（根拠・起源）から切れたところでヨーロッパ・ブランドに接しているといわざるをえない。わたしたちにとって、ブランド品のオーラは、もはやモデルとしての貴族などとはほど遠いものなのだ。（山田 2000: 65）

　本文で引用した資料は必ず「参考資料リスト」に載せること。たとえば上の引用を行った場合、「参考資料リスト」には「山田登世子、2000、『ブランドの世紀』マガジンハウス。」のように記載する。


第2節　節の小見出しを書く
　ここに第2章第2節の文章を書く。


第3節　節の小見出しを書く
　ここに第2章第3節の文章を書く。第2章が終わったら、改ページして第3章を始める。


第3章　章の表題を書く


第1節　節の小見出しを書く
　ここに第3章第1節の文章を書く。各章には必ず標題を付けること。つまり「第3章」だけではなく、たとえば「第3章　『生きている実感』とは何か」といったタイトルを付けること。序論や結論に標題は必要ないが、もちろん付けてもよい。
　「章」の下位区分として「節」を設けてもよい。ただしその場合、それぞれの節に標題を付け、たとえば、「第1節　失われた『生の実感』」というように小見出しを作ること。「節」という言葉遣いに違和感を覚える場合は、たとえば「1　失われた『生の実感』」といった処理をしてもよい。
　文献から長めの文章を引用するときは、前後各1行ずつあけ、かつ、左側を全角で2字分字下げして、引用であることを明示すること。引用部分をカギカッコ「　」で囲むことはしない。ここで言う「長めの文章」とは、このテンプレートの書式で、4行以上の長さの文章である。長い引用の場合、文献注を入れる位置は、引用の最後の句点（。）の直後、というのが慣例である。たとえば、山田登世子『ブランドの世紀』（マガジンハウス、2000年）の65ページから長い引用を行う場合は、以下のように全角２字分字下げする。

ブランド品の歴史的コンテキストは――エルメスがその典型であるように――結局のところ、顧客としての貴族の存在につきている。ところが大量消費社会ニッポンは、そんな歴史的なオリジン（根拠・起源）から切れたところでヨーロッパ・ブランドに接しているといわざるをえない。わたしたちにとって、ブランド品のオーラは、もはやモデルとしての貴族などとはほど遠いものなのだ。（山田 2000: 65）

　本文で引用した資料は必ず「参考資料リスト」に載せること。たとえば上の引用を行った場合、「参考資料リスト」には「山田登世子、2000、『ブランドの世紀』マガジンハウス。」のように記載する。


第2節　節の小見出しを書く
　ここに第3章第2節の文章を書く。


第3節　節の小見出しを書く
　ここに第3章第3節の文章を書く。第3章が終わったら、改ページして結論を書く。


結論

　ここに結論の文章を書く。文献から長めの文章を引用するときは、前後各1行ずつあけ、かつ、左側を全角で2字分字下げして、引用であることを明示すること。引用部分をカギカッコ「　」で囲むことはしない。ここで言う「長めの文章」とは、このテンプレートの書式で、4行以上の長さの文章である。長い引用の場合、文献注を入れる位置は、引用の最後の句点（。）の直後、というのが慣例である。たとえば、山田登世子『ブランドの世紀』（マガジンハウス、2000年）の65ページから長い引用を行う場合は、以下のように全角２字分字下げする。

ブランド品の歴史的コンテキストは――エルメスがその典型であるように――結局のところ、顧客としての貴族の存在につきている。ところが大量消費社会ニッポンは、そんな歴史的なオリジン（根拠・起源）から切れたところでヨーロッパ・ブランドに接しているといわざるをえない。わたしたちにとって、ブランド品のオーラは、もはやモデルとしての貴族などとはほど遠いものなのだ。（山田 2000: 65）

　本文で引用した資料は必ず「参考資料リスト」に載せること。たとえば上の引用を行った場合、「参考資料リスト」には「山田登世子、2000、『ブランドの世紀』マガジンハウス。」のように記載する。
　結論が終わったら、改ページして参考資料リストを書く。
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